
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
は
、
収
束
の
兆
し
が
見
え

ず
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
と
併
せ

て
、
さ
ら
な
る
拡
大
も
心
配
さ
れ
る
。　

　

こ
れ
ま
で
、
国
・
道
・
町
で
感
染
防
止
、

経
済
対
策
、
暮
ら
し
の
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
検
査
体
制
も

十
分
で
は
な
く
不
安
は
尽
き
な
い
。
改

め
て
、
町
民
へ
の
影
響
と
対
応
策
が
十

分
で
あ
る
か
検
証
す
る
と
と
も
に
、
地

域
経
済
、
社
会
の
再
生
の
た
め
の
対
応

策
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

(1)
現
時
点
で
の
経
済
等
へ
の
影
響
と
支

援
策
の
利
用
状
況
は
。

(2)
町
税
や
使
用
料
の
減
免
、
生
活
福
祉

資
金
貸
付
制
度
、
生
活
保
護
申
請
数
は
。

(3)
十
勝
全
体
で
の
対
策
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

や
医
療
・
宿
泊
療
養
体
制
の
見
通
し
は
。

(4)
町
内
で
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
場

合
、
速
や
か
に
検
査
が
受
け
ら
れ
る
体

制
、
情
報
開
示
の
取
組
と
バ
ッ
シ
ン
グ

を
生
じ
さ
せ
な
い
対
策
を
。

(5)
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
職
場
で
の
定
期

的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
。

(6)
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成

拡
大
を
。

(1)
本
年
２
～
７
月
末
ま
で
の

影
響
額
等
に
つ
い
て
調
査
し
た
第
３
回

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
回
答
率
は

46
・
１
％
、
１
６
７
事
業
者
か
ら
回
答

を
い
た
だ
き
、
企
業
活
動
に
影
響
が
出

て
い
る
と
回
答
し
た
事
業
者
は
74
事
業

者
、
率
に
し
て
44
・
３
％
、
そ
の
影
響

額
は
11
億
４
７
８
７
万
円
に
上
っ
て
い

る
。
町
の
支
援
策
の
利
用
状
況
は
、
９

月
４
日
ま
で
の
支
給
済
み
額
の
累
計

で
、
「
頑
張
る
事
業
者
応
援
事
業
」

１
４
６
件
、
４
３
８
０
万
円
、
「
飲
食
・

ホ
テ
ル
等
緊
急
支
援
事
業
」
75
件
、

７
５
０
万
円
、
「
頑
張
る
事
業
者
応
援

強
化
事
業
」
６
件
、
２
７
０
万
円
で
あ

っ
た
。
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
関
連
融
資
円
滑
化
事
業
」
で
は
、
８

月
31
日
ま
で
に
１
９
８
件
の
中
小
企
業

信
用
保
険
法
に
基
づ
く
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
認
定
を
行
っ
て
お
り
、
融
資
額
は

総
額
で
約
26
億
６
千
万
円
で
あ
っ
た
。

「
町
内
宿
泊
施
設
宿
泊
費
助
成
事
業
」

は
、
９
月
４
日
ま
で
の
累
計
で
、
予
定

宿
泊
数
５
０
０
０
泊
に
対
し
、
宿
泊
実

績
お
よ
び
予
約
受
付
分
を
合
わ
せ
て
、

９
３
４
泊
と
予
定
宿
泊
数
に
余
裕
が
あ

る
状
況
で
、
10
月
か
ら
助
成
対
象
者
を

十
勝
管
内
在
住
者
に
拡
大
す
る
。

(2)
８
月
末
現
在
の
減
免
の
決
定
額
は
、

国
保
税
は
21
件
、
３
９
５
万
３
６
０
０

円
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は
２
件
、

25
万
９
２
０
０
円
、
介
護
保
険
は
15
件
、

１
１
０
万
３
６
０
０
円
、
公
営
住
宅
は

３
件
、
21
万
９
０
０
０
円
で
あ
っ
た
。

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
申
請
状
況

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
受
付
窓
口
の

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
う
ち
、
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
緊
急
小
口
資
金
特

例
貸
付
は
63
件
、
１
１
５
０
万
円
、
総

合
支
援
資
金
特
例
貸
付
は
15
件
、

６
８
７
万
円
と
聞
い
て
い
る
。
生
活
保

護
の
申
請
状
況
は
、
延
べ
５
件
の
相
談

を
受
け
、
こ
の
う
ち
生
活
困
窮
等
を
理

由
に
生
活
保
護
受
給
に
つ
な
が
っ
た
件

数
は
、
８
月
末
現
在
１
件
で
あ
っ
た
。

(3)
十
勝
医
師
会
、
帯
広
市
医
師
会
の
取

組
に
よ
り
、
十
勝
管
内
全
体
で
従
来
の

２
倍
以
上
の
検
査
能
力
が
確
保
さ
れ
る
。

感
染
ピ
ー
ク
時
に
想
定
さ
れ
る
確
保
病

床
数
等
は
、
入
院
病
床
数
97
床
、
宿
泊

療
養
室
数
で
１
０
０
室
を
確
保
す
る
予

定
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

(4)
北
海
道
が
検
査
体
制
を
整
備
し
て
お

り
、
速
や
か
に
検
査
が
受
け
ら
れ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
情
報
の
開
示
に

つ
い
て
は
、
住
民
不
安
を
い
た
ず
ら
に

増
大
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
に
配

慮
し
、
行
政
上
の
対
応
の
必
要
性
と
個

人
情
報
の
保
護
を
比
較
衡
量
し
な
が

ら
、
感
染
者
の
意
向
を
尊
重
し
つ
つ
個

別
に
判
断
し
た
い
。
バ
ッ
シ
ン
グ
を
生

じ
さ
せ
な
い
町
民
の
協
力
体
制
は
、
相

手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
持
ち
、
お
互

い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
え
る
地
域
と

な
る
よ
う
普
及
啓
発
等
に
努
め
る
。

(5)
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
医
療
機
関
、

介
護
、
福
祉
施
設
等
に
関
わ
る
方
へ
の

一
斉
・
定
期
的
な
検
査
が
行
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
動
向
を
注
視
し
た
い
。

(6)
現
状
と
し
て
は
対
象
者
や
助
成
費
用

の
拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で

10
月
15
日
～
12
月
31
日
だ
っ
た
接
種
費

用
の
助
成
期
間
を
、
10
月
１
日
～
２
月

28
日
に
拡
大
し
、
優
先
順
位
に
沿
っ
て

よ
り
接
種
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
準

備
を
進
め
て
い
る
。

答問
国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
地
域
経
済
の
回
復
・

活
性
化
や
生
活
支
援
に
努
め
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
と
今
後
の
対

策
は
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